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2011 平成 23
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4,745

2,185

1,511.5

1,729

1,646.5

相模原中央

相模原市が政令指定都市になる

「かながわグランドデザイン」策定
神奈川東部方面線（相鉄・東急直通線）
着工
横浜新都市交通、横浜シーサイドラ
インと改称
リニア中央新幹線　品川駅、名古屋
駅にて準備工事着手
南武支線 「小田栄」駅開業
小田急電鉄小田原線　代々木上原－
登戸間複々線全面使用開始
金沢シーサイドライン 金沢八景暫定
駅－金沢八景間単線開業

☆東日本大震災
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東京急行電鉄が東急電鉄に名称変更
神奈川東部方面線（相鉄・ＪＲ直通線）
開業

2020 2令和

03 温暖な気候03 温暖な気候 04 かながわの歩み04 かながわの歩み
　神奈川県は丹沢や箱根の山々が北西の風を防ぎ、

また太平洋に面して、黒潮の影響を受けているため、

全県を通じて温暖で雨量の多い気候となっていま

す。冬は晴天乾燥、夏は高温多湿の日が多い太平洋

側気候で、2019（平成 31・令和元）年の年平均

気温は 16.9℃、最高気温は 35.6℃、最低気温は

-0.2℃でした（横浜地方気象台）。また、同年の年

降水量は 1,937.0mm（横浜地方気象台）で、降

水量の分布では、西部地域が高く、箱根では横浜の

約 2.4 倍になっています。

2019（平成31・令和元）年１月～12月現在

　神奈川には原始（先土器時代）から相模原台地を

中心に人々が住み始め、源頼朝が鎌倉に幕府を開い

た鎌倉時代には、日本の中心地となりました。この

時に鎌倉では鶴岡八幡宮を中心に若宮大路などの道

が整えられ、多くの寺社も建てられました。江戸時

代には、東海道などの現在の交通網の骨格となる道

なども生まれ、街道の拠点となる宿場町は、物資の

輸送や旅人同士の交流の拠点となりました。東海道

には、県内では九つの宿場が設けられ、また藤沢遊

行寺や江の島など、その沿道にある信仰の地や行楽

の場への往来でにぎわいました。

　幕末には、横浜は「開港場」となり、関内地区に

整然と外国人居留地が置かれ、公園や並木道（現日

本大通り）が整備されました。これが、西洋の近代

的都市計画の考え方を導入した日本の近代都市計画

の始まりでした。こうしたことからいろいろなもの

が輸入され、このうち、アイスクリームやビール、

テニス、鉄橋、鉄道などは横浜が発祥の地となって

います。現在のみなとみらい地区（横浜市）の日本

丸メモリアルパークから新港地区へ向かう遊歩道（汽

車道）は、かつて物資輸送に使われた臨港鉄道の遺

構を保存・活用したものです。その後、震災や戦災

という、2 度にわたる壊滅的な打撃を受けましたが、

これを復興のエネルギーに変え、都市づくりは進み

ました。

各地の平均気温と降水量

神奈川県の歴史

各地の平均気温と降水量（気象庁統計資料）より
わたしたちの神奈川県 令和元年版（神奈川県 総合政策課）
令和元年度版 神奈川県交通関係資料集（神奈川県 交通企画課）より
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05 都市形成史05 都市形成史
1 鉄道の発達と都市形成

　近代の市街地の形成に、民間の宅地開発は大きな

役割を果たしてきました。大正末期、私鉄による鉄

道の敷設が盛んになり、横浜の郊外には、住宅地が

拡大していきました。これは、鉄道資本が鉄道路線

の開業と沿線の開発をセットで進めたことによるも

ので、今日の神奈川県の市街地イメージの代表であ

る鉄道沿線の丘陵部の良好な市街地の原点は、この

時にできあがりました。

　たとえば東急電鉄は日吉台・綱島・菊名・白楽な

どに住宅地を造成し、昼間の利用者を増やすために、

沿線に大学やレクリエーション施設を誘致したり、

小田急電鉄は現在の中央林間・南林間に野球場、テ

ニスコートなどを整備しました。また、箱根・湯河

原の一帯は観光地・温泉地として発展しました。葉

山から大磯にかけての湘南海岸一帯は明治期より別

荘地や海水浴場として注目され、東海道線や湘南海

岸公園道路（現国道 134 号）の開通によって、ます

ます開発が進みました。

人のくらし、まちのはじまり

鎌倉のまちとみち

近世交通図

鉄道網の形成過程

開港の歴史

神奈川県史（神奈川県）、図説かながわのまち解体新書 1999 年（神奈川県 都市政策課）他より 神奈川の東海道（上）（神奈川県東海道ルネッサンス推進協議会）より

図説かながわのまち解体新書 1999 年（神奈川県 都市政策課）より 小田急五十年史（小田急電鉄株式会社）より

かながわの古道（神奈川合同出版）より


